
三
島
由
紀
夫
「
天
人
五
衰
」
　
の
原
稿
研
究

-
結
末
部
を
中
心
に
-

有
元
伸
子

は
じ
め
に

三
島
由
紀
夫
の
遺
作
『
豊
鍵
の
海
』
は
、
輪
廻
転
生
を
主
軸
と
し
た
全
四
巻

に
わ
た
る
物
語
で
あ
る
。
「
世
界
解
釈
の
小
説
」
と
の
自
解
が
残
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
作
家
の
死
の
謎
と
と
も
に
論
じ
ら
れ
る
ほ
か
、
輪
廻
転
生
や
唯
識
論
、

典
拠
、
登
場
人
物
、
語
り
な
ど
、
種
々
の
論
点
か
ら
解
釈
さ
れ
続
け
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
『
豊
鏡
の
海
』
に
つ
い
て
は
、
「
創
作
ノ
ー
ト
」
を
参
照
す
る
研

究
が
没
後
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
「
創
作
ノ
ー
ト
」
　
は
、
三
島
が
『
豊
鍵
の
海
』

執
筆
準
備
の
た
め
の
構
想
や
取
材
メ
モ
を
書
き
た
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ご

く
一
部
が
、
自
決
直
後
に
「
『
豊
醇
の
海
』
ノ
ー
ト
」
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
た

が
　
(
『
新
潮
』
昭
和
四
六
年
一
月
臨
時
増
刊
号
)
、
没
後
三
〇
年
の
二
〇
〇
〇
年

を
機
に
刊
行
開
始
さ
れ
た
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』
の
第
一
四
巻
に
い
た

っ
て
、
よ
う
や
く
か
な
り
の
部
分
が
翻
刻
・
収
録
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

決
定
版
全
集
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
ノ
ー
ト
の
全
て
で
は
な
く
、
現
在
、
井
上
隆

史
・
工
藤
正
義
・
佐
藤
秀
明
に
よ
っ
て
、
決
定
版
全
集
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た

部
分
が
、
研
究
誌
『
三
島
由
紀
夫
研
究
』
に
少
し
ず
つ
連
載
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
豊
餞
の
海
』
創
作
ノ
ー
ト
の
全
貌
は
い
ま
だ
明
ら

か
に
な
っ
て
は
い
な
い
が
、
三
島
が
残
し
た
二
〇
冊
以
上
の
ノ
ー
ト
の
か
な
り

の
部
分
が
活
字
化
さ
れ
、
『
豊
鍵
の
海
』
の
成
立
過
程
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
定
稿
以
前
の
作
品
を
検
討
す
る
た
め
の
貴
重
な
素
材
と
し
て
は
、

「
創
作
ノ
ー
ト
」
　
の
他
に
、
草
稿
や
刊
行
後
の
手
入
れ
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

『
豊
鍵
の
海
』
の
直
筆
原
稿
は
、
一
九
九
九
年
、
山
梨
県
山
中
湖
村
に
設
立
さ

れ
た
三
島
由
紀
夫
文
学
館
に
、
開
設
当
初
か
ら
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
執
筆
開
始

前
の
取
材
メ
モ
や
構
想
が
記
さ
れ
た
創
作
ノ
ー
ト
に
対
し
て
、
直
筆
原
稿
に
は
、

定
稿
に
い
た
る
ま
で
の
た
ゆ
た
い
の
痕
跡
も
含
め
て
、
作
品
が
成
立
し
て
い
く

動
的
な
過
程
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
島
は
、
「
わ
が
創
作
方
法
」
　
(
『
文
学
』
昭
和
三
八
年
一
一
月
1
『
決
定
版
全

集
』
三
二
)
に
お
い
て
、
「
私
の
方
法
的
努
力
は
、
潜
在
意
識
の
活
動
を
も
っ
と

も
敏
活
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
」
　
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
長
篇
小
説
の

創
作
方
法
を
、
四
分
し
て
具
体
的
に
説
明
す
る
。
こ
の
う
ち
、
「
第
一
に
主
題

ミ

リ

ユ

ウ

を
発
見
す
る
こ
と
」
、
「
第
二
に
環
境
を
研
究
す
る
こ
と
」
、
「
第
三
に
構
成
を
立

て
る
こ
と
」
　
の
三
つ
の
段
階
で
使
わ
れ
る
の
が
、
創
作
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
例
え

ミ
り
′
ユ
ウ

ば
、
第
二
の
　
「
環
境
を
研
究
す
る
こ
と
」
　
で
は
、
「
こ
の
段
階
で
、
私
が
も
っ
と

も
力
を
入
れ
る
の
は
、
風
景
や
環
境
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
「
読
者

が
そ
の
環
境
描
写
を
通
じ
て
、
登
場
人
物
へ
の
感
情
移
入
が
で
き
る
や
う
に
、

手
助
け
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
た
め
、
「
小
説
の
背
景
と
な
る
場
所
を

ゆ
っ
く
り
と
歩
き
ま
は
り
、
ど
ん
な
つ
ま
ら
ぬ
事
物
に
も
注
意
を
向
け
、
文
字
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で
ス
ケ
ッ
チ
を
と
る
」
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
『
豊
鮭
の
海
』
の
創
作
ノ
ー
ト

に
も
、
奈
良
や
清
水
な
ど
、
三
島
が
作
品
の
背
景
と
な
る
場
所
を
訪
ね
、
文
字

に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
を
精
密
に
と
っ
た
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
主
題

と
環
境
と
構
成
が
創
作
ノ
ー
ト
に
描
か
れ
た
あ
と
、
創
作
は
最
終
段
階
に
入
っ

て
い
く
。

み
が
へ
ら
せ
、
今
、
私
は
再
び
そ
の
風
景
に
直
面
し
て
、
そ
こ
か
ら
何
か

と
り
い
れ

或
る
　
「
具
体
的
な
も
の
」
　
を
収
穫
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
地
下
を
流
れ

な
が
ら
監
視
し
て
ゐ
る
気
む
づ
か
し
い
「
主
題
」
を
満
足
さ
せ
た
と
き
に
、

い
き

小
説
は
ふ
た
た
び
動
き
は
じ
め
、
呼
吸
を
吹
き
か
へ
し
、
…
…
か
う
し
て
、

何
十
度
、
何
百
度
と
な
く
、
死
か
ら
よ
み
が
へ
り
つ
つ
、
一
路
、
終
末
へ

向
つ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
書
き
は
じ
め
る
こ
と
。

書
き
は
じ
め
る
の
と
同
時
に
、
今
ま
で
の
す
べ
て
の
準
備
、
す
べ
て
の

努
力
は
一
旦
御
破
算
に
な
る
。
あ
れ
ほ
ど
明
確
に
掌
に
つ
か
ん
で
ゐ
た
筈

の
主
題
は
、
再
び
あ
い
ま
い
に
な
り
、
主
題
は
一
旦
身
を
隠
し
、
す
べ
て

の
細
部
に
地
下
水
の
や
う
に
し
み
入
っ
て
行
く
。
最
後
に
滝
に
な
っ
て
な

だ
れ
落
ち
る
た
め
に
。

し
か
し
、
書
き
だ
す
前
は
あ
れ
ほ
ど
容
易
に
み
え
た
す
べ
て
の
こ
と
が
、

何
と
い
ふ
困
難
で
充
た
さ
れ
て
し
ま
ふ
こ
と
か
。
今
ま
で
の
意
識
的
な
計

算
の
裡
に
は
、
た
し
か
に
自
分
の
伎
偏
の
範
囲
の
計
算
も
含
ま
れ
て
ゐ
た

筈
な
の
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
計
画
中
に
、
し
ら
ず
し
ら

ず
自
分
を
夢
み
る
と
い
ふ
あ
や
ま
ち
を
犯
す
も
の
ら
し
い
。
(
略
)

こ
こ
へ
来
て
は
も
う
方
法
論
も
ク
ソ
も
な
い
。
私
は
細
部
と
格
闘
し
、

言
葉
と
戦
っ
て
、
一
行
一
行
を
進
め
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
し
て
物
語
の
展

開
に
行
き
詰
っ
た
と
き
、
い
つ
も
私
を
助
け
る
の
は
、
あ
の
詳
細
な
ノ
オ

ト
に
書
き
つ
け
ら
れ
た
、
文
字
に
よ
る
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。

そ
れ
は
文
字
を
と
は
し
て
、
そ
れ
を
見
た
と
き
の
感
動
を
私
の
中
に
よ

作
家
自
身
に
よ
っ
て
、
創
作
ノ
ー
ト
を
使
っ
た
準
備
段
階
と
実
際
の
執
筆
と

の
相
互
関
係
と
、
執
筆
段
階
に
お
け
る
苦
闘
の
さ
ま
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

刑
事
訴
訟
法
的
に
結
末
部
に
向
か
っ
て
追
い
こ
ん
で
い
く
形
で
創
作
す
る
と
さ

れ
る
三
島
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
常
に
作
家
の
計
算
の
通
り
に
執
筆

が
進
む
わ
け
で
は
な
い
。
執
筆
開
始
と
同
時
に
準
備
を
重
ね
て
い
た
構
想
は
い

っ
た
ん
御
破
算
に
な
り
、
主
題
も
表
層
か
ら
は
姿
を
消
す
。
当
初
の
計
算
が
合

わ
な
く
な
り
、
細
部
と
格
闘
し
、
と
き
に
前
後
の
辻
榛
を
合
わ
せ
つ
つ
、
一
行

一
行
を
書
き
進
め
て
い
く
。
そ
の
際
に
、
創
作
ノ
ー
ト
に
描
か
れ
た
　
「
文
字
に

よ
る
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
」
　
か
ら
　
「
具
体
的
な
も
の
」
　
を
取
り
込
み
、
潜
伏
す
る

「
主
題
」
　
を
掘
り
あ
て
て
い
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
直
筆
原
稿
に
は
、
そ
う
し

た
執
筆
時
の
格
闘
の
様
や
、
定
稿
と
は
異
な
っ
た
、
あ
り
え
た
か
も
し
れ
な
い

別
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
表
現
の
痕
跡
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

実
際
に
は
、
残
さ
れ
て
い
る
三
島
の
生
原
稿
は
、
た
と
え
ば
宮
沢
賢
治
や
横

光
利
一
の
原
稿
の
よ
う
に
、
判
読
不
能
と
思
え
る
ほ
ど
の
挿
入
や
削
除
の
推
敲

の
跡
の
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
は
な
い
。
端
正
な
文
字
に
は
乱
れ
も
な
い
。
と
は
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い
え
、
作
品
全
体
に
わ
た
っ
て
細
か
な
手
入
れ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
な
か
に
は

大
幅
な
加
筆
や
削
除
も
見
え
る
。
創
作
ノ
ー
ト
と
あ
わ
せ
て
、
直
筆
原
稿
を
分

析
し
、
『
豊
鍵
の
海
』
の
生
成
過
程
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
前
と
は
異
な

っ
た
読
解
や
従
来
の
読
解
の
補
強
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
、

三
島
由
紀
夫
文
学
館
で
閲
覧
が
許
さ
れ
る
の
は
直
筆
原
稿
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

原
稿
の
モ
ノ
ク
ロ
コ
ピ
ー
で
あ
り
、
筆
記
具
の
別
や
細
か
い
筆
致
な
ど
は
わ
か

ら
な
い
し
、
修
正
の
時
期
や
順
序
な
ど
も
不
明
だ
。
さ
ら
に
、
削
除
箇
所
で
判

読
不
明
の
文
字
も
多
い
し
、
す
べ
て
の
原
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

た
め
、
新
た
な
原
稿
用
紙
に
移
っ
た
と
こ
ろ
で
削
除
が
消
え
て
い
る
箇
所
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
状
で
は
生
原
稿
の
解
読
に
は
一
定
の
限
界
が
存
す
る
も

の
の
、
し
か
し
な
が
ら
、
直
筆
原
稿
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
も
き
わ
め
て
大
き
い
。

論
者
は
、
『
豊
鏡
の
海
』
四
巻
の
う
ち
、
ま
ず
は
最
も
短
い
第
四
巻
「
天
人
五

衰
」
の
直
筆
原
稿
の
調
査
を
行
っ
た
。
作
品
冒
頭
か
ら
頻
出
す
る
海
の
描
写
や
、

安
永
透
と
絹
江
の
関
係
な
ど
、
と
り
あ
げ
る
べ
き
モ
チ
ー
フ
も
多
い
が
、
本
稿

で
は
結
末
部
分
の
原
稿
に
い
た
る
過
程
を
見
て
い
き
た
い
。
「
天
人
五
衰
」
の
結

末
部
分
は
、
す
な
わ
ち
『
豊
鍵
の
海
』
四
巻
の
大
尾
で
も
あ
り
、
八
〇
年
間
に

わ
た
る
見
者
・
本
多
が
、
月
修
寺
門
跡
・
聡
子
の
不
思
議
な
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、

「
記
憶
も
な
け
れ
ば
何
も
な
い
」
　
庭
に
連
れ
出
さ
れ
て
終
了
す
る
。
こ
れ
ま
で

解
釈
が
百
出
し
た
場
面
で
あ
っ
た
。
こ
の
部
分
が
三
島
の
原
稿
で
は
ど
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
た
の
か
。
「
天
人
五
衰
」
の
最
終
回
の
原
稿
(
第
二
六
～
三
〇
章
)

を
、
三
島
は
自
決
当
日
に
『
新
潮
』
編
集
者
へ
渡
る
よ
う
手
配
し
て
お
り
、
校

正
ゲ
ラ
な
ど
原
稿
以
降
の
過
程
に
三
島
が
手
を
入
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。
直
筆
原
稿
に
、
生
前
の
三
島
の
最
終
的
な
推
敲
の
跡
が
す
べ
て
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
紹
介
を
か
ね
て
検
討
し
て
い
き
た
い
l
。

凡
例

Ⅲ
　
推
敲
の
跡
は
、
次
の
記
号
で
示
し
た
。

・
削
除
…
…
　
〔

・
加
筆
…
…
(

・
不
明
字
…
…
□

・
書
き
か
け
の
文
字
…
…
□
　
(
　
　
)
　
※
　
(
　
　
)
内
に
、
(
し
ん
に
ゆ
う
)

の
よ
う
に
記
述

闇
　
補
筆
箇
所
の
所
在
は
、
引
用
の
後
に
　
(
　
　
)
　
で
示
し
た
。

章
‥
生
原
稿
の
頁
数
‥
‥
『
決
定
版
二
島
由
紀
夫
全
集
一
匹
に
お
け
る
頁
数
十
行
数

〔
例
〕
　
(
-
‥
A
ウ
‥
‥
∽
の
?
」
)
　
は
、
第
一
章
、
原
稿
の
周
頁
裏
、
蔓

の
三
六
八
頁
七
行
目
。

生
原
稿
の
頁
数
は
、
三
島
由
紀
夫
文
学
館
の
整
理
番
号
に
よ
り
、

オ
は
表
、
ク
は
裏
。

①
引
用
が
複
数
行
に
わ
た
る
場
合
も
開
始
行
の
み
記
す
。

②
章
の
見
出
し
は
一
行
に
数
え
る
。

③
本
文
中
の
行
ア
キ
や
「
★
笠
な
ど
の
区
切
り
記
号
は
一
行
に
数
え
な
い
。

畑
　
『
決
定
版
全
集
』
に
あ
わ
せ
て
旧
字
・
異
体
字
は
新
字
に
統
一
し
、
ル
ビ

は
必
要
な
箇
所
に
の
み
付
し
た
。
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「
天
人
五
衰
」
　
の
結
末
部
で
、
本
多
の
見
て
き
た
転
生
の
始
源
で
あ
っ
た
松

枝
清
顕
の
存
在
を
否
定
す
る
の
は
、
月
修
寺
門
跡
と
な
っ
た
綾
倉
聡
子
で
あ
る

が
、
彼
女
は
、
『
豊
鍵
の
海
』
第
一
巻
　
「
春
の
雪
」
　
の
末
尾
か
ら
　
「
天
人
五
衰
」

末
尾
ま
で
六
〇
年
も
の
あ
い
だ
、
テ
ク
ス
ト
の
中
に
登
場
し
て
こ
な
い
。
も
ち

ろ
ん
そ
の
間
も
聡
子
は
奈
良
の
月
修
寺
に
お
い
て
生
き
続
け
て
い
た
の
だ
が
、

読
者
に
は
聡
子
に
関
す
る
断
片
的
な
情
報
が
か
す
か
に
与
え
ら
れ
る
の
み
で
、

大
尾
に
い
た
る
ま
で
テ
ク
ス
ト
の
表
層
に
浮
か
ば
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ

ぅ
に
聡
子
が
三
巻
に
わ
た
っ
て
徹
底
し
て
空
白
に
置
か
れ
、
沈
黙
さ
せ
ら
れ
て

い
た
意
味
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
、
本
多
と
テ
ク
ス
ト
の
語
り
に
即
し
な
が
ら

論
じ
た
こ
と
が
あ
る
2
。

第
四
巻
「
天
人
五
衰
」
　
に
関
し
て
も
、
当
初
の
構
想
で
は
、
聡
子
の
登
場
は

も
っ
と
早
か
っ
た
こ
と
が
、
創
作
ノ
ー
ト
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
に

関
し
て
は
、
自
決
直
後
に
抄
録
さ
れ
た
「
『
豊
鮭
の
海
』
ノ
ー
ト
」
に
は
掲
載
さ

れ
て
お
ら
ず
、
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』
第
一
四
巻
の
刊
行
に
よ
っ
て
初
め

て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
少
し
た
ど
っ
て
お
こ
う
。
な
お
、
以
下
の
創
作
ノ
ー
ト

の
引
用
後
の
　
(
p
.
)
　
は
、
『
決
定
版
全
集
』
第
一
四
巻
の
ペ
ー
ジ
数
で
あ
る
。

「
「
天
人
五
衰
」
創
作
ノ
ー
ト
」
一
冊
目
は
、
第
四
巻
の
構
想
が
記
さ
れ
た
ノ

ー
ト
で
あ
る
。
冒
頭
で
は
、
老
人
と
な
っ
た
本
多
が
　
「
左
脇
に
三
つ
の
黒
子
の

あ
る
人
で
二
十
歳
以
下
の
男
女
　
百
万
円
進
呈
す
る
。
(
〆
切
十
日
間
)
」
と
い
う
新

聞
広
告
を
出
し
、
「
イ
ン
チ
キ
の
黒
子
」
　
も
含
め
て
大
ぜ
い
の
男
女
が
現
わ
れ
、

「
本
多
、
わ
け
わ
か
ら
な
く
な
る
。
千
何
百
万
浪
費
」
、
と
い
っ
た
構
想
に
続
い
て
、

◎
聡
子
か
ら
手
紙
来
る
。
　
-
　
何
を
探
し
て
を
ら
れ
る
?

(
※
　
〔
囲
み

罫
、
朱
書
〕
)
　
(
p
.
∞
∽
巴

と
の
記
述
が
あ
る
。
本
多
が
、
清
顕
-
勲
-
ジ
ン
・
ジ
ャ
ン
に
連
な
る
転
生

者
を
大
が
か
り
に
探
索
し
て
い
る
騒
動
を
聞
き
つ
け
て
、
聡
子
か
ら
本
多
に
「
何

を
探
し
て
を
ら
れ
る
?
」
　
と
い
う
消
息
が
出
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
創
作
ノ
ー

ト
に
記
さ
れ
た
着
想
の
多
く
は
消
え
て
い
く
が
、
聡
子
か
ら
本
多
に
宛
て
た
手

紙
と
い
う
プ
ラ
ン
は
、
ノ
ー
ト
の
最
後
ま
で
残
存
す
る
。

ま
た
、
構
想
の
早
い
段
階
で
は
、
第
四
巻
の
冒
頭
で
本
多
は
聡
子
と
面
会
し
、

そ
の
後
病
気
に
な
っ
て
黒
子
の
人
物
た
ち
の
手
記
を
読
む
と
い
う
プ
ラ
ン
が
考

え
ら
れ
て
い
た
　
(
p
.
監
巳
。

こ
れ
を
具
体
化
し
た
も
の
が
、
「
△
第
四
巻
1
月
蝕
」
　
の
タ
イ
ト
ル
の
あ
る

プ
ラ
ン
で
あ
る
　
(
p
.
監
巳
。

4

△
第
四
巻
-
-
月
蝕

第
二
早
、
本
多
の
病
気
　
不
治
の
宣
告
。
(
何
の
病
気
?
)
　
〔
「
本
多
の
病

気
　
不
治
の
宣
告
。
(
何
の
病
気
?
)
」
　
抹
消
〕

1
本
多
の
帯
解
訪
問
、
(
ア
ト
に
し
た
し
、
最
後
が
効
果
的
)

第
二
章
、
本
多
の
病
気

第
三
章
、
第
一
の
物
語

第
四
章
　
第
二
の
物
語
(
狂
女
の
一
人
称
で
ハ
　
「
美
し
く
な
い
」
と
い
ふ

設
定
が
生
き
ぬ
)



第
五
章
　
第
三
の
物
語

第
六
章
　
本
多
の
臨
終
　
-
若
い
電
工
の
死
。
最
終
テ
ー
マ
。

第
四
巻
曽
頭
で
、
本
多
が
聡
子
の
い
る
奈
良
・
帯
解
を
訪
問
す
る
と
い
っ
た

ん
書
か
れ
た
あ
と
、
「
(
ア
ト
に
し
た
し
、
最
後
が
効
果
的
)
」
と
注
記
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
次
の
プ
ラ
ン
で
は
、
三
つ
の
手
記
の
あ
と
に
、
「
⑥
聡
子
訪
問
(
発
病

前
の
思
ひ
出
)
1
-
全
編
の
主
題
の
展
開
/
⑦
臨
終
-
電
工
の
死
1
本
多
の

死
」
と
な
る
　
(
p
.
①
畠
)
。
聡
子
は
、
第
一
巻
「
春
の
雪
」
　
の
結
末
部
分
以
降
、

姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
第
一
巻
の
主
人
公
の
恋
人
た
る
女
性
を
、
最
終
巻

で
ど
の
よ
う
に
登
場
さ
せ
る
の
か
。
「
(
ア
ト
に
し
た
し
、
最
後
が
効
果
的
)
」
と

い
う
注
記
は
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
た
る
『
豊
鍵
の
海
』
最
終
巻
に
お
い
て
、
「
聡
子
」

と
い
う
切
り
札
を
い
か
に
「
効
果
的
」
　
に
登
場
さ
せ
る
の
か
、
三
島
の
模
索
の

あ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
帯
解
訪
問
が
、
物
語
の
結
末
近
く
、
本
多
の
臨
終
前
に
設
定
さ

れ
直
さ
れ
て
も
な
お
、
聡
子
か
ら
の
手
紙
の
モ
チ
ー
フ
は
残
存
す
る
。
「
天
人
五

衰
」
ノ
ー
ト
一
冊
目
の
最
後
に
置
か
れ
た
「
《
第
四
巻
に
本
多
を
出
さ
ぬ
p
-
a
n
》
」

(
p
.
監
巴
　
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
三
人
の
黒
子
の
人
物
の
手
記
と
い
う
設
定
は

捨
て
ら
れ
、
「
悪
魔
の
や
う
な
少
年
が
主
人
公
⊥
七
歳
」
　
で
あ
る
。

(略)
少
年
、
つ
ひ
に
自
殺
未
遂
。
平
凡
人
に
な
る
。
代
り
に
本
多
体
を
か
し
く
な
る
。

「

△
昭
4
8
　
聡
子
と
の
会
見
。

「

△
昭
4
8
　
本
多
の
病
床
。
老
人
病
の
研
究
　
若
い
電
工
の
黒
子
。
夏
の
日
の
か
ゞ
や
き
。

本
多
の
死
。
⊥
ノ
ラ
ヤ
識
の
象
徴
。
1
解
脱
。
(
昭
4
8
)

全
集
解
題
に
よ
れ
ば
、
こ
の
記
述
の
直
後
に
三
島
の
楯
の
会
の
体
験
入
隊
の

記
事
　
(
三
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
)
　
が
あ
る
の
で
、
こ
の
プ
ラ
ン
が
書
か
れ
た

の
は
、
昭
和
四
五
年
二
月
下
旬
か
三
月
上
旬
ご
ろ
だ
と
思
わ
れ
る
。
現
行
の
安

永
透
の
性
格
や
役
割
は
ほ
ぼ
固
ま
り
、
本
多
と
聡
子
と
の
会
見
も
、
追
想
と
し

て
で
は
な
く
、
本
多
の
死
の
前
に
お
か
れ
る
な
ど
、
定
稿
に
近
い
プ
ラ
ン
と
改

め
ら
れ
て
も
な
お
、
「
何
を
探
し
て
を
ら
れ
る
」
　
と
い
う
　
「
聡
子
の
手
紙
」
　
は
、

依
然
と
し
て
物
語
序
盤
に
お
か
れ
る
。
こ
の
手
紙
が
、
あ
る
時
期
ま
で
三
島
の

構
想
の
な
か
で
重
大
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
聡
子
か
ら
本
多
に
宛
て
た
手
紙
は
、
執
筆
前
の
創
作
ノ
ー
ト

の
複
数
の
プ
ラ
ン
で
常
に
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
現
行
テ
ク
ス
ト
に
書
か
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

5

◎
本
多
と
会
ふ
、
-
1
黒
子
を
介
し
て
(
プ
ー
ル
で
?
　
ボ
デ
ィ
・
ビ
ル
の
事
務
で
?
)

本
多
、
こ
れ
と
附
合
ふ
。
明
噺
な
目
、
認
識
、
見
者
と
し
て
の
共
鳴
。
(
聡

子
の
手
紙
　
-
　
何
を
探
し
て
を
ら
れ
る
)

ど
こ
か
い
い
お
寺
　
〔
へ
行
〕
　
(
を
)
一
緒
に
　
〔
行
き
〕
　
(
訪
れ
)
　
た
い
、

と
慶
子
が
し
き
り
に
言
ふ
の
で
、
本
多
は
う
っ
か
り
、
そ
れ
で
は
月
修
寺



に
行
か
う
か
と
口
　
〔
に
〕
　
(
ま
で
)
　
出
か
か
つ
て
、
差
控
へ
た
。
そ
こ
は

決
し
て
慶
子
を
伴
〔
っ
て
〕
　
(
つ
た
り
し
て
面
白
半
分
に
)
　
訪
れ
る
べ
き

寺
で
は
な
か
っ
た
。

本
多
は
あ
れ
か
ら
五
十
六
年
間
、
た
だ
の
一
度
も
月
修
寺
を
訪
れ
ず
、

〔
聡
〕
　
ま
だ
壮
健
だ
と
き
こ
え
て
ゐ
る
門
跡
の
　
〔
聡
〕
　
(
聡
)
　
子
と
、
た

だ
の
一
度
も
文
通
を
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
戦
争
中
も
戦
後
も
、

何
度
か
　
〔
□
　
(
聡
)
〕
　
聡
子
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
久
関
を
辞
し
た
い
気
持

〔
が
〕
に
か
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
た
び
に
引
留
め
る
〔
気
持
〕

(
心
)
　
も
強
く
働
ら
き
、
つ
い
に
無
音
の
ま
ま
に
打
ち
過
ぎ
た
。

し
か
し
ゆ
め
月
修
寺
を
忘
れ
た
と
い
ふ
の
で
は
な
か
っ
た
。
無
沙
汰
が

重
な
る
に
つ
れ
て
、
心
の
中
で
月
修
寺
が
い
よ
い
よ
尊
貴
な
重
味
を
増
し

て
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
く
て
は
聡
子
の
住
む
寂
静
の
境
を
犯
し
て
は
な

ら
な
い
、
聡
子
に
今
さ
ら
古
い
思
ひ
出
の
縁
で
近
づ
い
て
は
な
ら
な
い
、

と
い
ふ
自
戒
が
募
り
、
年
を
経
れ
ば
経
る
ほ
ど
に
、
聡
子
の
老
い
た
姿
を

見
る
の
が
怖
ろ
し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
(
↓
‥
畠
ウ
‥
‥
舎
サ
ー
巴

の
文
字
が
何
度
も
削
除
・
加
筆
さ
れ
、
一
文
の
ど
の
位
置
に
彼
女
の
名
前
を
置

く
か
試
行
さ
れ
て
い
る
。
聡
子
を
物
語
と
思
想
展
開
の
切
り
札
と
し
て
い
か
に

「
効
果
的
」
　
に
使
う
か
思
索
し
た
結
果
、
前
も
っ
て
聡
子
と
接
触
さ
せ
る
の
で

は
な
く
、
し
か
も
聡
子
の
側
か
ら
本
多
に
接
触
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
本
多
と

聡
子
と
の
接
触
は
、
た
だ
l
度
だ
け
に
限
定
さ
れ
、
物
語
の
結
末
ま
で
遅
延
さ

せ
ら
れ
た
。
書
簡
の
も
つ
伏
線
と
し
て
の
効
果
を
捨
て
、
む
し
ろ
　
「
無
沙
汰
が

重
な
る
に
つ
れ
月
修
寺
が
い
よ
い
よ
尊
貴
な
重
味
を
増
す
」
　
と
い
う
形
で
、
聡

子
を
登
場
さ
せ
な
い
。
ま
さ
に
満
を
持
す
よ
う
に
結
末
部
分
ま
で
聡
子
の
登
場

は
遅
延
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
間
、
テ
ク
ス
ト
の
大
き
な
空
白
と
な
っ
て
、
周
縁
部

に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
定
稿
の
　
「
た
だ
の
一
度
も
文
通
を
し
た
こ
と
が
な

い
」
　
と
い
う
句
は
、
現
行
本
文
自
体
と
し
て
は
大
き
な
意
味
を
も
た
な
い
が
、

数
次
に
わ
た
る
構
想
の
な
か
で
踏
襲
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
　
「
聡
子
の
手
紙
」
　
の

痕
跡
が
垣
間
見
え
る
箇
所
な
の
で
あ
る
。

6

実
際
に
書
き
始
め
る
と
、
創
作
ノ
ー
ト
で
た
て
ら
れ
た
計
画
は
「
一
旦
御
破

算
」
に
な
る
。
原
稿
で
は
、
本
多
は
、
五
十
六
年
間
、
「
た
だ
の
一
度
も
月
修
寺

を
訪
れ
ず
、
〔
聡
〕
ま
だ
壮
健
だ
と
き
こ
え
て
ゐ
る
門
跡
の
〔
聡
〕
(
聡
)
子
と
、

た
だ
の
一
度
も
文
通
を
し
た
こ
と
が
な
い
」
　
設
定
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
変

更
は
、
帯
解
訪
問
を
　
「
(
ア
ト
に
し
た
し
、
最
後
が
効
果
的
)
」
　
と
最
終
場
面
ま

で
遅
延
さ
せ
た
の
と
同
じ
事
情
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
原
稿
で
は
「
聡
子
」
の
「
聡
」

「
天
人
五
衰
」
最
終
回
の
原
稿
が
編
集
者
の
手
に
渡
っ
た
の
は
三
島
由
紀
夫

計
決
当
日
(
昭
和
四
五
年
二
月
二
五
日
)
　
の
午
前
だ
が
、
実
際
に
は
、
ず
っ

と
早
く
、
同
年
の
夏
に
は
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
、
今
日
で
は
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
精
度
の
高
い
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』
四
二

巻
の
年
譜
(
佐
藤
秀
明
・
井
上
隆
史
編
)
　
を
摘
記
し
て
、
経
緯
を
簡
単
に
振
り

返
っ
て
お
き
た
い
。



5
月
3
1
日
　
こ
の
頃
、
「
豊
鏡
の
海
」
　
第
四
巻
の
タ
イ
ト
ル
を
　
「
天
人
五

衰
」
　
に
決
め
る
。

7
月
　
「
天
人
五
衰
(
豊
鍵
の
海
　
第
四
巻
)
」
を
「
新
潮
」
に
連
載
開
始
。

7
月
6
日
　
川
端
康
成
宛
封
書
(
「
天
人
五
衰
」
結
末
の
成
案
を
得
た
の

で
、
結
末
を
先
に
書
き
溜
め
る
こ
と
。
)

7
月
2
0
日
　
「
天
人
五
衰
」
　
第
3
回
　
(
「
新
潮
」
　
9
月
号
掲
載
分
の
八

～
十
二
章
)
　
の
原
稿
を
新
潮
社
に
渡
し
た
後
、
京
都
に
向
か
う
。

7
月
2
2
日
　
宿
泊
先
の
都
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
円
照
寺
を
取
材
。

8
月
1
日
　
例
年
通
り
家
族
と
と
も
に
過
ご
す
た
め
下
田
東
急
ホ
テ
ル

に
行
く
。
2
0
日
ま
で
。

8
月
8
日
　
下
田
東
急
ホ
テ
ル
を
訪
れ
た
楯
の
会
会
員
　
(
阿
部
勉
、
倉

持
清
、
川
戸
志
津
夫
ら
5
名
)
　
に
、
「
天
人
五
衰
」
　
の
結
末
を
書
き
終
え

た
と
言
う
。

8
月
日
日
　
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
が
下
田
東
急
ホ
テ
ル
を
訪
ね
、
同
ホ

テ
ル
に
滞
在
。
(
略
)
　
三
島
は
　
「
天
人
五
衰
」
　
の
結
末
部
分
の
原
稿
を
キ

ー
ン
に
示
す
が
、
キ
ー
ン
は
遠
慮
し
て
読
ま
な
か
っ
た
。

1
1
月
2
4
日
　
新
潮
社
の
小
島
喜
久
江
に
、
明
朝
1
0
時
半
に
「
天
人
五
衰
」

の
原
稿
を
取
り
に
く
る
よ
う
電
話
。
2
5
日
1
0
時
半
過
ぎ
に
三
島
宅
を
訪
れ

た
小
島
は
、
お
手
伝
い
の
須
山
文
江
か
ら
原
稿
を
受
け
取
り
、
新
潮
社
に

着
い
て
原
稿
を
広
げ
る
と
、
最
後
の
頁
に
　
「
『
豊
鍵
の
海
』
完
。
昭
和
四

十
五
年
十
一
月
二
十
五
日
」
　
と
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
間
、
三
島
は
、
五
月
中
旬
に
、
楯
の
会
と
自
衛
隊
が
と
も
に
武
装
蜂
起

し
て
国
会
に
入
り
、
憲
法
改
正
を
訴
え
る
と
い
っ
た
構
想
を
語
っ
て
い
た
が
、

六
月
一
三
日
に
自
衛
隊
は
期
待
で
き
な
い
か
ら
自
分
た
ち
だ
け
で
実
行
す
る
と

述
べ
、
七
月
五
日
に
は
、
三
島
が
小
賀
の
運
転
す
る
車
に
日
本
刀
を
積
ん
で
三

十
二
連
隊
長
室
に
赴
き
連
隊
長
を
監
禁
す
る
こ
と
、
決
行
は
一
一
月
の
例
会
の

日
と
す
る
こ
と
を
謀
議
し
、
現
実
の
　
「
三
島
事
件
」
　
に
近
い
計
画
が
立
案
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
。

現
実
の
決
起
が
具
体
化
し
て
い
く
さ
な
か
、
年
譜
に
あ
る
よ
う
に
、
七
月
六

日
付
の
川
端
康
成
宛
書
簡
で
は
、
「
こ
の
と
こ
ろ
拙
作
も
最
終
巻
に
入
り
、
結
末

を
い
ろ
く
思
ひ
煩
ら
ふ
や
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
近
成
案
を
得
ま
し
た
の

で
、
い
っ
そ
結
末
だ
け
、
先
に
書
き
溜
め
よ
う
か
と
思
つ
て
を
り
ま
す
。
」
と
書

い
て
い
る
。
。
そ
し
て
、
同
月
二
二
日
に
、
「
天
人
五
衰
」
大
尾
の
舞
台
・
月
修

寺
の
モ
デ
ル
で
あ
る
奈
良
の
円
照
寺
を
取
材
。
八
月
に
下
田
で
三
島
と
会
っ
た

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
が
、
三
島
の
言
動
に
不
安
を
感
じ
て
、
「
な
に
か
心
配
事
で

も
あ
る
の
な
ら
、
私
に
言
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?
」
と
訊
ね
る
と
、
三
島
は
目
を

外
ら
せ
て
何
も
答
え
ず
、
「
一
気
に
書
き
上
げ
た
と
い
う
『
豊
陵
の
海
』
の
最
終

章
の
原
稿
」
を
キ
ー
ン
の
手
に
置
い
た
。
。
キ
ー
ン
は
、
こ
の
原
稿
を
読
ん
で

い
な
い
の
で
、
三
島
が
こ
の
時
期
に
最
終
回
を
書
き
終
え
て
い
た
と
し
て
、
本

当
に
現
行
の
結
末
と
同
じ
も
の
な
の
か
、
末
尾
に
決
行
の
日
付
が
書
き
加
え
ら

れ
た
以
外
に
修
正
さ
れ
た
箇
所
が
全
く
な
い
ま
ま
に
二
月
二
五
日
を
迎
え
た

の
か
は
不
明
で
は
あ
る
。
だ
が
、
月
修
寺
取
材
の
際
の
創
作
ノ
ー
ト
の
記
述
と
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最
終
回
の
結
末
が
合
致
す
る
た
め
、
少
な
く
と
も
現
行
本
文
に
近
い
も
の
が
夏

に
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

表
紙
に
「
円
照
寺
(
1
9
7
0
、
7
、
2
0
)
」
と
朱
書
き
さ
れ
た
「
天
人
五

衰
」
創
作
ノ
ー
ト
三
冊
目
は
、
京
都
か
ら
奈
良
・
帯
解
の
円
照
寺
に
向
か
う
道

中
や
、
円
照
寺
の
庭
の
様
子
な
ど
が
、
文
字
に
よ
っ
て
克
明
に
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ

て
お
り
、
最
終
回
の
最
終
二
九
、
三
〇
の
二
章
に
反
映
し
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
創
作
ノ
「
ト
に
記
録
さ
れ
た
三
島
自
身
の
道
程
と
、
作
中

人
物
で
あ
る
本
多
の
道
程
と
が
全
く
重
な
り
合
う
こ
と
で
あ
る
。
創
作
ノ
ー
ト

に
は
、
「
7
月
2
2
日
(
水
)
正
午
発
/
△
都
ホ
テ
ル
ー
醍
醐
三
宝
院
-
勧
進
〔
「
観

月
」
　
の
誤
記
〕
　
橋
-
奈
良
国
道
　
〔
街
道
〕
　
の
誤
記
」
-
奈
良
市
-
天
理
街
道
-

天
理
の
手
前
で
、
帯
解
」
と
、
三
島
が
た
ど
っ
た
ル
ー
ト
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

本
多
も
、
「
京
都
に
　
〔
ロ
〕
　
宿
を
と
る
こ
と
に
決
め
、
都
ホ
テ
ル
に
一
泊
し
て
、

二
十
二
日
の
正
午
に
ハ
イ
ヤ
ー
を
予
約
し
た
」
。
車
が
走
り
出
し
て
す
ぐ
に
記
述

さ
れ
る
　
「
日
傘
の
女
」
　
に
始
ま
り
、
創
作
ノ
ー
ト
に
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
た
モ
チ
ー

フ
が
こ
と
ご
と
く
原
稿
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
創
作
ノ
ー
ト
三
冊
目
の
特
色
は
、
「
風
景
や
環
境
の
ス
ケ
ッ
チ
」
と

作
中
人
物
の
思
念
と
が
揮
然
と
な
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

だ
ら
う
か
。

静
け
さ
の
中
に
、
事
々
し
い
遠
い
車
の
音
の
み
。

事
々
し
さ
は
す
べ
て
不
要
だ
。
夏
草
の
凶
々
し
い
鋭
い
菓
端
の
光
り
。
暑

さ
と
疲
労
感
。

鼻
先
を
よ
ぎ
る
蝿
の
羽
音
。
腐
敗
を
か
ぎ
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
。
ど
こ

ま
で
も
平
坦
な
人
間
界
。

清
顕
の
観
た
も
の
は
こ
れ
だ
っ
た
の
だ
。
彼
の
往
っ
た
宿
は
ど
こ
?

(
p
.
票
の
、
傍
線
部
は
引
用
者
に
よ
る
)

夏
の
虫
の
声
。
蝉
の
声
。
ス
イ
ッ
チ
ョ
の
声
。
遠
い
家
並
。
天
理
街
道
を

と
は
る
車
。
町
か
ら
立
つ
煙
。
小
さ
く
貝
殻
の
や
う
に
光
る
屋
根
々
々
。

そ
の
下
の
人
間
の
生
活
。

帯
解
の
町
、
あ
そ
こ
で
清
顕
が
熱
に
あ
へ
い
だ
夜
が
あ
っ
た
　
ま
だ
あ
る

車
を
降
り
て
、
円
照
寺
山
門
ま
で
の
道
を
歩
き
な
が
ら
、
夏
の
虫
の
声
や
遠

い
家
並
み
な
ど
の
風
景
が
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
の
中
に
、
突
然
、
「
清

顕
」
の
名
前
が
挿
入
さ
れ
る
。
「
帯
解
の
町
、
あ
そ
こ
で
清
顕
が
熱
に
あ
へ
い
だ

夜
が
あ
っ
た
　
ま
だ
あ
る
だ
ら
う
か
」
　
と
い
う
想
念
は
、
老
年
の
本
多
が
月
修

寺
へ
の
道
す
が
ら
い
だ
く
思
い
で
あ
る
。
三
島
は
、
登
場
人
物
の
目
に
映
っ
た

り
想
起
し
た
り
す
る
事
物
を
ノ
ー
ト
に
と
っ
て
い
く
の
だ
。
こ
の
ノ
ー
ト
に
記

述
さ
れ
た
部
分
は
、
「
天
人
五
衰
」
の
「
六
十
年
前
に
清
顕
が
篤
い
痛
に
坤
吟
し

た
宿
は
、
あ
の
町
の
今
で
も
目
に
残
る
石
畳
道
の
坂
際
に
あ
っ
た
が
、
宿
が
そ

の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
か
ら
、
〔
口
〕
跡
を
訪
ね
て
も
詮

な
い
こ
と
で
あ
る
。
」
(
∽
○
‥
崇
の
ウ
‥
‥
の
∽
今
里
に
反
映
さ
れ
る
。
帯
解
の
町
を
見

て
清
顕
の
宿
を
想
起
す
る
構
図
は
、
創
作
ノ
ー
ト
と
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
あ
と

も
、
薄
紫
の
前
の
花
を
通
り
す
ぎ
、
木
蔭
の
原
因
を
考
え
、
「
劫
初
か
ら
」
　
こ
の

木
蔭
で
休
む
こ
と
に
　
「
決
っ
て
ゐ
た
の
だ
」
　
と
い
う
決
定
論
的
な
思
い
に
い
た
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る
ま
で
、
創
作
ノ
ー
ト
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ー
ト
に
は
、
「
腰
痛
む
。
き
つ

い
」
と
か
、
「
い
く
つ
木
影
を
こ
え
ら
れ
る
か
自
ら
に
た
め
す
」
と
い
っ
た
記
述

が
あ
る
が
、
現
実
の
円
照
寺
山
門
へ
の
道
は
な
だ
ら
か
で
短
く
、
壮
年
の
三
島

の
腰
が
痛
む
よ
う
な
道
程
で
は
な
い
。
「
一
本
の
ね
む
。
青
い
ね
む
。
午
睡
の
ね

む
。
タ
イ
を
思
ひ
出
す
」
　
と
い
っ
た
記
述
も
含
め
て
、
こ
の
創
作
ノ
ー
ト
の
記

述
は
、
作
家
の
目
に
よ
る
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
と
、
あ
た
か
も
本
多
に
な
り
か
わ

っ
た
か
の
よ
う
な
感
覚
と
が
混
在
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
あ
る
い
は
、

風
景
自
体
も
、
本
多
の
知
覚
を
通
し
て
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。

『
豊
鏡
の
海
』
　
の
創
作
ノ
ー
ト
に
は
、
「
暁
の
寺
」
　
の
タ
イ
や
イ
ン
ド
、
「
天

人
五
衰
」
　
の
清
水
港
な
ど
、
作
品
の
舞
台
を
訪
ね
て
ス
ケ
ッ
チ
を
と
っ
て
い
る

箇
所
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
を
と
り
な
が
ら
、

作
品
の
登
場
人
物
に
な
り
か
わ
っ
た
か
の
よ
う
に
、
そ
の
想
念
が
描
か
れ
る
こ

と
な
ど
は
な
く
、
ス
ケ
ッ
チ
と
構
想
が
併
記
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
画
然
と

分
離
さ
れ
て
い
た
。
『
金
閣
寺
』
創
作
ノ
ー
ト
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。

「
天
人
五
衰
」
　
最
終
場
面
に
つ
い
て
は
、
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
に
よ
り
帰
納
的

に
着
想
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
預
か
っ
て
い
よ
う
。
自
ら

の
死
に
向
け
た
行
動
が
立
案
さ
れ
る
な
か
で
、
作
品
の
結
末
の
　
「
成
案
」
　
が
得

ら
れ
、
そ
の
後
、
そ
の
構
想
を
肉
づ
け
る
た
め
に
帯
解
の
円
照
寺
に
赴
い
た
。

間
近
に
迫
る
死
と
い
う
点
で
、
本
多
と
三
島
自
身
は
重
な
り
合
い
、
そ
の
意
識

を
手
が
か
り
に
、
一
方
で
作
家
の
目
で
風
景
が
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
、
l
方
で
登
場

人
物
の
想
念
を
先
取
り
し
、
演
技
す
る
か
の
よ
う
に
、
創
作
ノ
ー
ト
が
作
ら
れ

て
い
っ
た
。
三
島
が
創
作
ノ
ー
ト
の
公
開
を
予
想
し
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、

本
多
と
自
身
と
を
重
ね
て
解
読
し
て
ほ
し
い
と
い
う
欲
望
は
あ
っ
た
の
で
は
な

＼

　

　

ヽ

一

　

〇

主
V
カ

三

本
多
が
聡
子
門
跡
と
対
面
し
、
夏
の
庭
に
連
れ
出
さ
れ
る
ま
で
の
部
分
の
直

筆
原
稿
が
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
、
少
し
長
く
な
る
が
引
用
し
て
お
き
た
い
。

し
か
し
全
く
同
じ
言
葉
を
繰
り
返
す
門
跡
の
顔
に
は
、
い
さ
さ
か
の
街

ひ
も
輪
晦
も
な
く
、
む
し
ろ
童
女
の
や
う
な
あ
ど
け
な
い
好
奇
心
さ
へ
窺

は
れ
て
、
静
か
な
微
笑
が
　
(
底
に
)
　
絶
え
間
な
く
流
れ
て
ゐ
た
。

「
そ
の
松
枝
清
顕
さ
ん
と
い
ふ
方
は
、
ど
う
い
ふ
お
人
や
し
た
?
」

や
う
や
く
門
跡
が
、
本
多
の
口
か
ら
清
顕
に
つ
い
て
語
ら
せ
よ
う
と
し

て
ゐ
る
の
だ
ら
う
と
察
し
た
本
多
は
、
失
礼
に
亘
ら
ぬ
や
う
に
気
遣
ひ
な

が
ら
、
多
言
を
贅
し
て
、
清
顕
と
自
分
と
の
　
〔
友
情
〕
　
(
間
柄
)
　
や
ら
、

清
顕
の
恋
や
ら
、
そ
の
悲
し
い
結
末
や
ら
に
つ
い
て
、
一
日
も
ゆ
る
が
せ

に
せ
ぬ
記
憶
の
ま
ま
に
物
語
っ
た
。

門
跡
は
本
多
の
長
話
の
あ
ひ
だ
、
微
笑
を
絶
や
さ
ず
に
端
座
し
た
ま
ま
、

何
度
か
　
「
ほ
う
」
　
「
ほ
う
」
　
と
相
槌
を
打
っ
た
。
途
中
で
一
老
が
運
ん
で

き
た
冷
た
い
飲
物
を
、
品
よ
く
口
も
と
へ
運
ぶ
間
も
、
本
多
の
話
を
聴
き

洩
ら
さ
ず
に
ゐ
る
の
が
わ
か
る
。

聴
き
終
っ
た
門
跡
は
、
何
一
つ
感
慨
の
な
い
平
淡
な
口
調
で
か
う
言
っ
た
。
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「
え
ら
う
面
白
い
お
話
や
す
け
ど
、
松
枝
さ
ん
と
い
ふ
方
は
、
存
じ
ま
せ

ん
な
。
〔
本
多
さ
ん
に
は
、
な
る
ほ
ど
お
若
い
こ
ろ
、
何
度
か
お
目
に
か

か
っ
て
を
り
ま
す
け
れ
ど
な
。
松
枝
さ
ん
に
は
、
(
つ
い
)
一
度
も
御
縁

が
な
う
て
。
〕
　
そ
の
松
枝
さ
ん
の
お
相
手
の
お
方
さ
ん
は
、
何
や
ら
お
人

°

違
ひ
で
つ
L
や
ろ
」

「
し
か
し
御
門
跡
は
、
も
と
綾
倉
聡
子
さ
ん
と
仰
言
い
ま
し
た
で
せ
う
」

一

と
本
多
は
咳
き
込
み
な
が
ら
切
実
に
言
っ
た
。

「
は
い
。
俗
名
は
さ
う
申
し
ま
し
た
」

「
そ
れ
な
ら
清
顕
君
を
御
存
知
で
な
い
筈
は
あ
り
ま
せ
ん
」

本
多
は
怒
り
に
か
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

〔
本
多
を
憶
へ
て
ゐ
て
松
〕
　
清
顕
を
覚
え
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、

も
は
や
忘
却
で
は
な
く
て
、
白
　
〔
ば
く
れ
て
〕
　
八
を
切
っ
て
)
　
ゐ
る
こ
と

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
門
跡
の
は
う
に
、
清
顕
を
知
ら
ぬ
と

言
ひ
張
る
だ
け
の
事
情
が
あ
る
こ
と
は
察
せ
ら
れ
て
も
、
俗
界
の
女
な
ら

と
も
か
く
、
か
り
に
も
高
徳
の
老
尼
が
、
白
々
し
い
嘘
を
つ
く
こ
と
は
、

信
仰
の
深
み
を
疑
は
せ
る
に
足
り
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
こ
ま
で
来
て
も
俗

界
の
偽
善
に
と
ら
は
れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
信
仰
に
入
っ
た
と

き
の
回
心
が
怪
し
ま
れ
る
の
だ
。
今
日
の
面
曙
に
か
け
た
六
十
年
の
本
多

の
夢
も
、
こ
の
　
〔
瞬
間
〕
　
(
刺
那
)
　
に
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら

ー
フ
0

門
跡
は
本
多
の
則
を
超
え
た
追
究
に
も
少
し
も
た
ぢ
ろ
が
な
か
つ
た
。

こ
れ
ほ
ど
の
暑
熱
で
あ
る
の
に
、
紫
の
被
布
を
涼
や
か
に
着
て
、
声
も
目

色
も
少
し
も
乱
れ
ず
に
、
な
だ
ら
か
に
美
し
い
声
で
語
っ
た
。

「
い
い
え
、
本
多
さ
ん
、
私
は
俗
世
で
受
け
た
恩
愛
は
何
一
つ
忘
れ
は
し

ま
せ
ん
。
し
か
し
松
枝
清
顕
さ
ん
と
い
ふ
方
は
、
お
名
を
き
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
お
方
は
、
も
と
も
と
あ
ら
し
や
ら
な
か
つ
た
の
と

違
ひ
ま
す
か
?
　
何
や
ら
本
多
さ
ん
が
、
あ
る
や
う
に
思
う
て
あ
ら
し
や

つ
て
、
実
は
は
じ
め
か
ら
、
ど
こ
に
も
を
ら
　
(
れ
)
　
な
ん
だ
、
と
い
ふ
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
　
お
話
を
か
う
し
て
伺
っ
て
ゐ
ま
す
と
な
、
ど

う
も
そ
の
や
う
に
思
は
れ
て
な
り
ま
せ
ん
　
〔
。
〕
」

「
で
は
私
と
あ
な
た
は
ど
う
し
て
お
知
り
合
ひ
に
な
り
ま
し
た
の
で

す
?
　
又
、
綾
倉
家
と
松
枝
家
の
系
図
も
残
っ
て
を
り
ま
せ
う
。
戸
籍
も

ご
ざ
い
ま
せ
う
　
〔
。
〕
」

〔
「
そ
れ
は
な
る
ほ
ど
さ
う
い
ふ
方
も
を
ら
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
、
名
が
あ
っ
た
か
ら
と
て
、
〕

「
俗
世
の
結
び
つ
き
な
ら
、
さ
う
い
ふ
も
の
で
も
解
け
ま
せ
う
。
け
れ
ど
、

そ
の
清
顕
と
い
ふ
方
に
は
、
本
多
さ
ん
、
あ
な
た
は
ほ
ん
ま
に
こ
の
世
で

お
会
ひ
に
な
　
〔
つ
〕
　
(
ら
し
や
つ
)
　
た
の
で
す
か
?
　
又
、
私
と
あ
な
た

も
、
(
以
前
)
　
た
し
か
に
こ
の
世
で
お
目
に
か
か
っ
た
の
か
ど
う
か
、
今

は
っ
き
り
と
仰
言
れ
ま
す
か
?
」

「
た
し
か
に
六
十
年
前
こ
こ
へ
上
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
か
ら
」

「
記
憶
と
言
う
て
も
な
、
(
映
る
筈
も
な
い
)
　
遠
す
ぎ
る
も
の
を
映
し
も

す
れ
ば
、
そ
れ
を
近
い
も
の
の
や
う
に
見
せ
も
す
れ
ば
、
幻
の
(
眼
鏡
の
)

や
う
な
も
の
や
さ
か
い
に
」
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「
し
か
し
も
し
、
清
顕
君
が
は
じ
め
か
ら
ゐ
な
か
つ
た
と
す
れ
ば
」
と
本

多
は
　
〔
混
迷
〕
雲
霧
の
中
を
さ
ま
よ
ふ
心
地
が
し
て
、
〔
思
は
ず
〕
今
こ

こ
で
門
跡
と
会
っ
て
ゐ
る
こ
と
も
半
ば
夢
の
や
う
に
思
は
れ
て
き
て
、

(
あ
た
か
も
漆
の
盆
の
上
に
吐
き
か
け
た
息
の
曇
り
が
み
る
み
る
消
え

去
っ
て
ゆ
く
や
う
に
)
　
(
失
は
れ
て
ゆ
く
)
　
自
分
を
呼
び
さ
ま
　
〔
す
た
め

に
〕
　
(
さ
う
と
)
　
思
は
ず
叫
ん
だ
。
「
そ
れ
な
ら
、
勲
も
ゐ
な
か
っ
た
こ
と

に
な
る
。
ジ
ン
・
ジ
ャ
ン
も
ゐ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
…
…
そ
の
上
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
の
私
で
す
ら
も
…
…
」

門
跡
の
目
は
は
じ
め
て
や
や
強
く
本
多
を
見
据
ゑ
た
。

「
そ
れ
も
心
々
で
す
さ
か
い
」
　
(
∽
○
‥
N
ひ
ひ
ウ
‥
‥
の
怠
・
-
巴

従
来
、
大
き
な
謎
と
さ
れ
て
き
た
部
分
で
あ
る
5
。
創
作
ノ
ー
ト
で
は
、
盛

岡
田
圃
凪
」
と
、
南
向
き
の
庭
に
案
内
さ
れ
、
「
じ
ゆ
ず
を
繰
る
や
う
な
蝉
の

声
」
「
記
憶
も
な
し
。
何
も
な
し
」
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
に
つ
づ
く
「
何
も
な
い

南
の
庭
は
　
夏
の
日
ざ
か
り
の
日
を
浴
び
て
し
ん
と
し
て
ゐ
る
」
　
「
ラ
ス
ト
シ

[
凶
」
は
ほ
ぼ
原
稿
本
文
と
同
じ
U
の
が
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
聡
子
と

本
多
の
対
面
に
関
し
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
三
島
は
既
に
「
成
案
」
を
得
て

お
り
、
円
照
寺
へ
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に
携
行
し
た
ノ
ー
ト
に
改
め
て
書
き
残
す

ま
で
も
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
構
想
に
あ
っ
た
「
成
案
」
　
は
、
創
作
ノ

ー
ト
に
予
行
的
に
書
か
れ
る
こ
と
な
く
、
直
に
原
稿
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の

た
め
で
あ
ろ
う
か
、
引
用
部
分
に
つ
づ
く
「
夏
の
庭
」
の
部
分
は
、
「
一
老
」
の

語
を
「
御
附
弟
」
に
修
正
し
た
四
カ
所
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
手
入
れ
が
な
さ
れ

な
い
が
、
引
用
箇
所
に
は
見
逃
せ
な
い
訂
正
が
施
さ
れ
て
い
る
。

六
〇
年
ぶ
り
に
対
面
し
た
聡
子
か
ら
、
「
そ
の
松
枝
清
顕
さ
ん
と
い
ふ
方
は
、

ど
う
い
ふ
お
人
や
し
た
?
」
　
と
思
い
が
け
な
い
問
を
受
け
た
本
多
は
、
清
顕
と

聡
子
の
恋
を
記
憶
の
ま
ま
に
物
語
る
。
と
こ
ろ
が
、
聴
き
終
わ
っ
た
門
跡
は
平

淡
な
口
調
で
、
「
え
ら
う
面
白
い
お
話
や
す
け
ど
、
松
枝
さ
ん
と
い
ふ
方
は
、
存

じ
ま
せ
ん
な
。
そ
の
松
枝
さ
ん
の
お
相
手
の
お
方
さ
ん
は
、
何
や
ら
お
人
違
ひ

で
つ
L
や
ろ
」
と
言
う
。
手
入
れ
前
稿
で
は
、
こ
の
聡
子
の
セ
リ
フ
に
、
「
本
多

さ
ん
に
は
、
な
る
ほ
ど
お
若
い
こ
ろ
、
何
度
か
お
目
に
か
か
っ
て
を
り
ま
す
け

れ
ど
な
。
松
枝
さ
ん
に
は
、
(
つ
い
)
一
度
も
御
縁
が
な
う
て
。
」
　
と
い
う
二
句

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
削
除
さ
れ
る
(
写
真
・
原
稿
‰
-
∽
∽
参
照
)
。
つ
づ
く
「
清

顕
を
覚
え
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
」
　
の
前
に
も
、
当
初
は
　
「
本
多
を
憶
え
て

ゐ
て
松
」
の
句
が
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
二
カ
所
で
消
去
さ
れ
た
の
は
、
(
清
顕

は
覚
え
て
い
な
い
が
)
　
本
多
に
は
若
い
こ
ろ
確
か
に
会
っ
た
と
認
め
て
い
る
聡

子
の
セ
リ
フ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
消
去
は
、
引
用
後
半
部
の
「
私
と
あ
な
た
も
、

(
以
前
)
　
た
し
か
に
こ
の
世
で
お
目
に
か
か
っ
た
の
か
ど
う
か
、
今
は
っ
き
り

と
仰
言
れ
ま
す
か
?
」
　
と
い
う
聡
子
の
セ
リ
フ
と
抵
触
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
手
入
れ
前
に
は
、
本
多
と
の
出
会
い
の
記
憶
は
認
め
、
清
顕

と
の
記
憶
の
み
を
否
定
し
て
い
た
聡
子
だ
が
、
記
憶
の
存
在
そ
の
も
の
を
暖
味

に
す
る
方
向
へ
と
、
セ
リ
フ
が
改
変
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
改
変

は
、
引
用
部
以
前
の
、
「
お
懐
か
し
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
こ
の
通
り
、
明
日
を

も
知
れ
ぬ
老
い
の
身
に
な
り
ま
し
て
」
　
と
勢
い
こ
ん
だ
本
多
が
軽
桃
に
話
し
か

け
た
と
き
に
も
、
「
か
す
か
に
揺
れ
る
や
う
に
」
　
笑
い
、
「
お
手
紙
を
な
、
拝
見
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い
た
し
ま
し
て
、
あ
ま
り
御
熱
心
や
さ
か
い
、
ど
う
や
ら
こ
れ
も
御
仏
縁
や
思

ひ
ま
し
て
な
、
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
」
　
と
い
う
聡
子
門
跡
の
言
葉
に
も
適
合

す
る
。
こ
こ
で
も
、
六
〇
年
ぶ
り
の
再
会
を
懐
か
し
む
本
多
に
対
し
て
、
懐
か

し
い
と
応
じ
る
こ
と
も
、
あ
な
た
と
は
会
っ
た
こ
と
が
な
い
と
否
定
す
る
こ
と

も
な
く
、
単
に
手
紙
が
熱
心
だ
か
ら
会
う
こ
と
に
し
た
と
述
べ
て
鷹
化
さ
せ
て

し
ま
う
の
だ
。

清
顕
な
ど
知
ら
な
い
し
、
も
と
も
と
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

聡
子
の
言
葉
に
怒
り
に
か
ら
れ
た
本
多
が
、
「
で
は
私
と
あ
な
た
は
ど
う
し
て
お

知
り
合
ひ
に
な
り
ま
し
た
の
で
す
?
　
又
、
綾
倉
家
と
松
枝
家
の
系
図
も
残
っ

て
を
り
ま
せ
う
。
戸
籍
も
ご
ざ
い
ま
せ
う
　
〔
。
〕
」
　
と
畳
み
か
け
た
と
き
に
も
、

手
入
れ
前
稿
で
は
、
「
そ
れ
は
な
る
ほ
ど
さ
う
い
ふ
方
も
を
ら
れ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
け
れ
ど
、
名
が
あ
っ
た
か
ら
と
て
、
」
と
い
う
句
が
入
っ
て
い
た
。
こ
の

句
が
入
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
「
そ
ん
な
お
方
は
、
も
と
も
と
あ
ら
し
や
ら
な
か
つ

た
の
と
違
ひ
ま
す
か
?
　
何
や
ら
本
多
さ
ん
が
、
あ
る
や
う
に
思
う
て
あ
ら
し

や
っ
て
、
実
は
は
じ
め
か
ら
、
ど
こ
に
も
を
ら
　
(
れ
)
　
な
ん
だ
、
と
い
ふ
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
」
　
と
い
う
聡
子
の
セ
リ
フ
の
効
果
は
消
え
、
本
多
と
の

会
話
の
力
関
係
も
一
歩
引
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
定
稿
で
は

削
除
さ
れ
、
「
俗
世
の
結
び
つ
き
な
ら
、
さ
う
い
ふ
も
の
で
も
解
け
ま
し
ょ
う
」

と
受
け
て
、
清
顕
が
実
在
し
た
か
ど
う
か
は
暖
味
に
さ
れ
、
本
多
が
清
顕
や
聡

子
と
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
記
憶
へ
と
問
題
を
絞
り
こ
ん
で
い
く
。

こ
こ
ま
で
は
唯
識
の
問
答
に
抵
触
す
る
部
分
の
削
除
が
目
立
っ
た
が
、
引
用

末
部
で
は
、
こ
ま
か
な
加
筆
に
よ
っ
て
、
「
記
憶
」
の
イ
メ
ー
ジ
や
本
多
が
導
か

れ
た
感
覚
の
肉
付
け
が
な
さ
れ
て
い
く
(
写
真
・
原
稿
‰
-
∽
①
参
照
)
。
手
入
れ

前
稿
で
単
に
「
幻
の
や
う
な
も
の
」
と
さ
れ
た
「
記
憶
」
は
、
「
映
る
筈
も
な
い
」

も
の
を
映
し
も
す
る
　
「
眼
鏡
」
　
の
喩
で
説
明
さ
れ
る
。
認
識
者
・
本
多
の
　
「
見

る
」
　
と
い
う
行
為
や
そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
　
「
記
憶
」
　
と
は
、
現
実
そ
の

も
の
で
は
な
く
、
幻
の
　
「
眼
鏡
」
　
と
い
う
レ
ン
ズ
を
通
し
て
作
ら
れ
た
も
の
な

の
だ
。
さ
ら
に
、
聡
子
の
言
葉
に
よ
っ
て
本
多
が
至
っ
た
感
覚
は
、
「
混
迷
」
と

い
う
説
明
語
か
ら
、
後
段
の
　
「
息
の
曇
り
」
　
と
も
縁
語
関
係
に
あ
る
　
「
雲
霧
の

中
」
と
い
う
喩
へ
と
修
正
さ
れ
る
。
「
雲
霧
」
の
中
を
さ
ま
よ
い
つ
つ
存
在
す
る

自
分
が
、
「
あ
た
か
も
漆
の
盆
の
上
に
吐
き
か
け
た
息
の
曇
り
が
み
る
み
る
消
え

去
っ
て
ゆ
く
や
う
に
」
「
失
は
れ
て
ゆ
く
」
自
分
を
呼
び
さ
ま
そ
う
と
し
て
叫
ぶ
。

そ
の
先
に
、
聡
子
門
跡
の
、
引
導
を
渡
す
か
の
よ
う
な
　
「
そ
れ
も
心
々
で
す
さ

か
い
」
　
と
い
う
言
葉
が
待
ち
受
け
る
の
だ
。
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お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
死
を
目
前
に
し
た
三
島
が
全
巻
を
締
め
く
く
る
切
り
札
と
し
て

の
聡
子
を
い
か
に
　
「
効
果
的
」
　
に
使
う
か
模
索
し
た
過
程
や
、
自
ら
と
最
終
場

面
の
本
多
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
演
出
に
よ
っ
て
創
作
ノ
ー
ト
の
風
景
ス
ケ
ッ
チ

が
作
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
し
、
原
稿
の
手
入
れ
に
よ
っ
て
小
説
の
最
後
が
脱
化

さ
せ
ら
れ
た
様
相
を
た
ど
っ
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
天
人
五
衰
」
　
の
最
終
原
稿
(
‰
-
合
)
　
は
、
一
文
字
の
修
正
も

な
さ
れ
て
い
な
い
。
「
庭
は
夏
の
日
ざ
か
り
の
日
を
浴
び
て
し
ん
と
し
て
/
ゐ
る
。



…
…
/
「
豊
鍵
の
海
」
完
。
/
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日
」
の
文
字
が
、

原
稿
用
紙
の
最
終
行
に
測
っ
た
よ
う
に
ぴ
た
り
と
納
ま
っ
て
い
る
。
補
筆
の
跡

が
残
ら
な
い
よ
う
に
最
終
頁
だ
け
は
清
書
を
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明

ら
か
に
、
自
決
後
、
特
別
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を

意
識
し
て
作
ら
れ
た
原
稿
で
あ
る
。
「
天
人
五
衰
」
の
最
終
原
稿
は
、
現
実
に
そ

の
後
、
新
聞
・
雑
誌
・
写
真
集
・
図
録
・
テ
レ
ビ
な
ど
、
種
々
の
メ
デ
ィ
ア
に

転
載
さ
れ
、
人
々
の
目
に
曝
さ
れ
て
き
た
。
テ
ク
ス
ト
の
最
終
場
面
に
よ
っ
て

導
か
れ
る
静
誼
と
、
作
者
の
死
に
よ
り
想
起
さ
せ
ら
れ
る
厳
粛
さ
と
、
そ
れ
と

同
時
に
感
じ
ら
れ
る
一
種
の
作
為
と
演
出
。
し
か
し
、
さ
ら
に
そ
れ
は
、
不
思

議
な
静
誰
さ
に
よ
っ
て
反
転
さ
せ
ら
れ
る
。
生
原
稿
の
魅
力
は
大
き
い
。

5
　
最
近
、
「
天
人
五
衰
」
　
の
結
末
部
を
捉
え
直
す
論
考
が
相
次
ぎ
、
聡
子
の

言
葉
を
唯
識
で
解
く
論
へ
の
疑
義
を
呈
し
て
い
る
.
(
大
石
加
奈
子
「
『
天
人

五
衰
』
研
究
-
結
末
の
謎
　
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
盲
点
」
『
阪
神
近
代
文
学

研
究
』
三
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
。
高
松
さ
な
え
　
「
綾
倉
聡
子
と
『
天
人
五

衰
』
結
末
解
釈
1
三
島
由
紀
夫
『
豊
鍵
の
海
』
研
究
　
(
三
)
」
『
弘
前
大
学

国
語
国
文
学
』
二
九
、
二
〇
〇
八
年
三
月
。
稲
田
大
貴
「
『
豊
鍵
の
海
』
試

論
(
1
)
-
聡
子
の
言
葉
『
天
人
五
衰
』
か
ら
『
春
の
雪
』
　
へ
」
『
九
大
日

文
』
一
一
、
二
〇
〇
八
年
三
月
な
ど
)
。
と
く
に
、
聡
子
が
「
清
顕
へ
の
復

讐
の
た
め
」
「
嘘
を
つ
い
た
」
と
す
る
高
松
論
に
は
興
味
深
い
指
摘
も
あ
る

が
、
聡
子
の
出
家
の
意
志
に
関
す
る
箇
所
(
『
春
の
雪
』
四
六
)
な
ど
に
よ

り
反
論
も
で
き
そ
う
だ
。
別
稿
で
検
討
し
た
い
。
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〔注〕
l

2

な
お
、
三
島
由
紀
夫
の
他
作
晶
の
直
筆
原
稿
の
研
究
と
し
て
、
有
元
伸

子
・
中
元
さ
お
り
・
大
西
永
昭
　
「
三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
原
稿
研
究
-

柏
木
、
老
師
、
金
閣
-
」
(
『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
六
八
、

二
〇
〇
八
年
一
二
月
)
　
が
あ
る
。
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

「
『
豊
鍵
の
海
』
に
お
け
る
　
「
沈
黙
」
　
の
六
十
年
」
『
日
本
近
代
文
学
』

五
三
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
。
「
『
豊
鏡
の
海
』
-
物
語
る
力
と
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」
『
国
文
学
』
二
〇
〇
〇
年
九
月
。

謝
辞
　
本
研
究
で
は
、
三
島
由
紀
夫
文
学
館
(
山
梨
県
山
中
湖
村
)
　
が
所
蔵
し

て
い
る
「
天
人
五
衰
」
の
生
原
稿
を
利
用
し
た
。
引
用
・
掲
載
を
許
可
く
だ
さ
っ

た
著
作
権
継
承
者
と
、
閲
覧
の
便
宜
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
っ
た
三
島
由
紀
夫
文

学
館
に
感
謝
し
ま
す
。

3
　
『
川
端
康
成
・
三
島
由
紀
夫
往
復
書
簡
』
新
潮
社
、
一
九
九
七
年

4
　
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
『
声
の
残
り
-
私
の
文
壇
交
遊
録
』
「
三
島
由
紀
夫

四
」
　
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年



※ 図表は所蔵者の許諾が得られなかったため、ウェブ上では公開しない。




